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当初措置状況
（31年度）

令和２年度の措置状況 担当課

105 ３　公共施設の維持保全につい
て

水防倉庫の維持保全に関し注
意すべきもの
（報告書４ページ）

　若穂牛島地区に設置されている水防倉庫の基礎部分の補強工事におい
て、耐久性が懸念される事例があった。
　同倉庫は、河川法に基づく工作物等の改良行為の制限区域内に設置され
ているため、河川管理者との協議により、既存の腐食した杭を補強することで、
応急的な工事を行ったものである。
　この補強工事は、既存杭の側面に同径程度の木杭を添えて連結したもので
あるが、既存杭の腐食がさらに進行すると、基礎部分の安定性が損なわれ、倉
庫本体が堤内地側に転倒する恐れがある。
　同倉庫の移設先の検討とともに、河川管理者と再協議の上、早急に対策を
講じられたい。

経年による、基礎杭等建物主要部材の劣化を勘案し、施
設の安定性に懸念があるため、早急な解体撤去が必要
であると認識し、平成31年度予算に本解体費用を予算
要求中である。
また、現水防倉庫は、千曲川右岸の重要水防箇所に設
置されており、当該エリアにおける水防活動上必要な施
設であるため、現倉庫設置場所付近での更新ができるよ
うに、現在河川管理者と協議を行っている。また、新設倉
庫設置費用を平成31年度予算に要求中である。

　河川管理者と再協議を実施し、新たな
工作物（水防倉庫・約10平方メートル）と
して許可申請、着手及び完了の届出を
実施し、令和元年９月９日に使用開始し
た。

警防課

107 （意見）
(2) 利用者に分かりやすい複合
施設の案内表示と防災施設の
有効活用について

健康・レジャー施設及び複合施
設の案内表示や緊急避難施設
の活用に関すること
（報告書６ページ）

　ごみ焼却施設の周辺環境整備計画に基づき、健康・レジャー施設と資源のリ
サイクル活用施設を集約した複合施設の建設及びこれに関連する工事につ
いて、意見を申し上げる。

　健康・レジャー施設棟には、従来のプールに加え、トレーニングルームや温
浴施設などを増設したが、施設棟２階には案内表示がなく、男女トイレ、トレー
ニングルーム、スタジオへの動線が分かりにくい。さらに、大広間と食堂を格子
で分けるなど、狭い施設内にもかかわらず、有効なレイアウトがなされていな
い。
　また、堤防道路沿いに設置した案内板は、河川法による工作物の許可制限
があるため、堤防道路から離れた場所に設置したものであるが、案内板が視
野に入りにくく、誘導や誘客の効果に疑問を呈さざるを得ない。
　施設各室の配置誘導や遠方から訪れる利用者への案内は、施設運営の基
本であり、今後、利用者の意見も参考に改善されたい。
　また、当施設に設置したマンホールトイレや持込発電機は、地元住民との協
議により、整備したものであるが、いまだに具体的な活用構想がない状況であ
る。多目的機能を十分に生かすためにも、地域防災対策も含めた施設利用計
画を策定することが望ましい。

防災機能については、施設の避難訓練の際に停電を想
定した自家発電設備等による館内への電気供給訓練や
マンホールトイレの設営訓練を含めて実施する。この訓
練は、地元と連携して実施することで、施設の防災機能
の存在を住民に周知する。また、これらの防災機能の活
用について、指定管理者が作成した「危機管理マニュア
ル」に明記する。

 　本施設のマンホールトイレ及び持込
発電機を設置できる機能については、
災害時に活用できるように指定管理者
の「危機管理マニュアル」に記載した。

スポーツ課
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